


民間の相談機関としての思春期問題研究所は、1982年 4 月の発足以来 1年半を経過した。

相談担当責任者の前勤務地〔警視庁少年相談室〕からのひきつづきのケースも含めて 121

例（1982.4～1983.9)の相談を受理した。 

民間の機関であるための制約(予約制・有料)もあるが、柔軟性もあり、多くの特徴を見る

こともできる。 


